

仕様書（案）

１　件名
[bookmark: OLE_LINK1]　　令和６年度（2024年度）外国人介護人材受入支援事業委託業務

２　目的
　　外国人介護人材の介護技術・知識や日本語能力等の向上を促進するため、外国人技能実習生及び１号特定技能外国人に対する研修を実施することにより、介護現場における外国人介護人材の円滑な就労・定着を図る。

３　業務内容等
（１）業務の概要
ア　研修カリキュラムの策定
イ　シラバスの策定（研修の到達目標や内容、講師・教材等の選定等）
ウ　研修の回数、日程の設定・確保
エ　研修で使用する補助資料、アンケート等の作成・取りまとめ
オ　研修開催案内の作成、WEB上での周知
カ　受講申込の受付
キ　研修の企画・運営
ク　研修実施後の実績報告書の作成
ケ　その他研修の実施上必要な事項
（２）研修対象者
道内の介護サービス施設・事業所において介護職員として従事する外国人技能実習生及び１号特定技能外国人
（３）研修方法
ZOOM等の同時双方向型オンライン研修で実施することを基本とする。
受講申込者には、受講日以降、復習等のため研修内容を録画等したものを視聴できるように工夫すること。
（４）定員
１００名
（５）研修内容
研修については講義（座学）だけでなく演習を含むものとし、研修で活用する教材は、国による介護の日本語学習に関するWEBコンテンツ等の既存の学習ツールを推奨する。
なお、研修で活用する教材については、受講者負担とすることもできる。
また、必要に応じて補助指導員を配置する等の配慮を行うこと。
介護技術・知識等については、原則、介護職員初任者研修を参考に、介護現場で必要とされる基本レベルに到達するための研修内容とすること。
日本語能力については、原則、日本語能力試験におけるＮ３相当のレベルに到達するための研修内容とすること。
なお、研修科目については、表を参考として実施することするが、研修対象者の介護及び日本語の習得状況やニーズを踏まえ、必要に応じて変更して実施することができることとする。

（表）
	科目名(仮)
	標準的な時間数

	介護の基本
	１．５時間

	コミュニケーション技術
	１．５時間

	移動の介護
	１．５時間

	食事の介護
	１．５時間

	衣服の着脱の介護
	１．５時間

	排泄の介護
	１．５時間

	入浴の介護
	１．５時間

	文化の理解
	２．０時間

	介護の日本語
	２．０時間

	認知症の理解
	１．５時間



（６）研修講師
講師は、各科目に精通した者を、略歴、資格、実務経験、学歴等に照らして選定すること。
「文化の理解」及び「介護の日本語」を除く科目については、「北海道介護職員初任者研修等実施要綱　別紙４」を参考に選定すること。
（７）研修成果等の確認
研修成果を把握するため、シラバスにおいて研修の到達目標や習得する技能等を示した上で、研修の開始時と終了時にテスト等を実施すること。
（８）道へ報告
　　研修の受講状況及び実施状況について、別記第１号様式及び第２号様式により月末時点の状況を速やかに道に報告すること。

５　契約期間
　　契約締結日から令和７年（2025年）３月31日までとする。

12　企画提案に係る提出書類
　提出書類は、別紙 令和６年度（2024年度）外国人介護人材受入支援事業委託業務企画提案書作成要領の内容とする。

13　提出方法
（１）社名
　企画提案書正本表紙にのみ社名を明記すること。企画提案書各様式には社名を明記しないこと。
（２）提出部数
ア　企画提案書　正本１部、複本８部
（３）提出期限
　　　令和６年（2024年）３月18日（月）午後５時（必着）
[bookmark: _GoBack]（４）提出場所
　　　北海道保健福祉部福祉局高齢者保健福祉課人材育成係
（住所　札幌市中央区北３条西６丁目　　電話　011-204-5274）
（５）提出方法
　　　持参又は郵送（書留郵便）による。
　　　（持参の場合は、土曜日、日曜日及び祝日を除く午前９時から午後５時まで）

14　その他
（１）企画提案書の作成にあたっての問合せは、北海道保健福祉部福祉局高齢者保健福祉課人材育成係とする。
（２）企画提案に係るヒアリングを実施する。なお、日程等は、別途通知する。
（３）別添「令和５年度（2023年度）外国人介護人材受入支援事業」の概要を添付しているので参考にすること。
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